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つ ら 第54号 (2) ザコ昭和49年12月1日 カ込

人

事

異

動

教
育
長
に

』
日
間
前
産
業
課
長

十

一
月

一
日
付
で
、
つ
ぎ
の
と
お

り
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教

育

長

官

岡

喜

美

雄

(
産
業
課
長
)

産

業

課

長

橋

本

崇

亙

(
社
会
教
育
課
長
)

社

会

教

育

課

長

僑

谷

崎

(住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
)

保

育

所

長

中

井

清

二
郎 

(

)

内
は
旧
任

教
育
長
就
任
の
あ
い
さ
つ私

儀

こ
の
た
び
は
か
ら
ず
も
教
育
長

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
浅
学
非
オ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
郷
土
教
育
進
展
の

た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
い

っ
そ
う

ご
指
導
、
ご
べ
ん
だ
っ
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

先般行われた"婦人の声を聞 く会 、(下側にぬ紙)にお
Jに� 

験
場
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

いて， 各地区で「国民年金」につ いての質問がたい へん多

く出されていました。そこで， さっそくその「国民年金の

あらまし」にスポ ッ トライトをあててみることにしました。

V

L '1 

必
要
加
入
期
間
は
年
齢
に
応
じ
て
つ

婦
人
の
声
。
を
町
政
に
反
映

J

国
民
年
金
の
あ
勺

ま
し� 

ま希1.1.抗日i り必ら入
す望かの 二 る希 まず五し職 な必
。に に人十 人望 せ加十 て 場 らず
よ 該 で �  i茨 (す ん入九いの な加
つ 当 、以 任れ 。 し両誌な� il い入:::
て す っ 上 意ぱ な ま い 金 人し

加るさ穴 加加 けでー制 面gな
け
れ
ぱ

入 人 の 十 入入 れの十�  j立
ではい歳 )で ば人歳に
き 、ず未 き なはか�  )JU

‘ 、

生 年 月 日 世世Jf-量特開閉罰 年宜主桔圃晶年月

Il目 5.4.2以千圭に量三れた止、� 25年� 69.5-70.4 

11 4.4.2 一昭�  5.4.1 24 68.5-69.4 

" 3.4.2 4.4.1 23 67.5-68.4 

11 2.4.2 3.4.1 22 66.5-67.4 

大� 15.4.2 2.4• 1 21 65.5-66.4 

14.4.2 大� 15.4.1 20 64.5-65.4 

13.4.2 14.4.1 19 63.5-64.4 

12.4.2 13.4.1 18 62.5-63.4 

11.4.2 12.4. 1 17 61.5-62.4 

" 10.4.2 J1.4.1 16 60.5-61.4 

" 9.4.2 10.4.1 15 59.5-60.4 

" 8.4.2 9.4.1 14 58.5-59.4 

" 7.4.2 8.4.1 13 57.5-58.4 

" 6.4.2 7.4.1 12 56.5-57.4 

" 5.4.2 6.4.1 11 55.5-56.4 

" 4.4.2 5.4.1 10 7 54.5-55.4 

" 3.4.2 4.4.1 10 7 53.5-54.4 

る
人
の
配
偶
者

帥
相
場
の
年
金
制
度
か
ら
年
金
を
支

給
さ
れ
て
い
る
人
お
よ
び
そ
の
配
偶
者

V
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
お
よ

Vび
そ
の
配
偶
者

職
場
の
年
金
制
度
と
通
算
さ
れ

ま
す
(
通
算
老
齢
年
金
)

一
つ
の
年
金
制
度
の
加
入
則
間
だ

け
で
老
齢
年
金
の
支
給
に
必
要
な
期

間
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
、
他
の

年
金
制
度
の
加
入
期
間
と
あ
わ
せ
て

一
定
の
期
間
以
上
あ
れ
ば
通
算
必
紛

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。


必
要
加
入
期
間


老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、


二
十
五
年
以
上
の
保
険
料
納
付
済
ま

た
は
免
除
の
則
聞
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
種
類
と
金
額

昭
和
五
十
年

一
月
か
ら
保
険
料
が

つ
ぎ
の

よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

表(2) 

種� 5J1j 現行 改訂

定額保険料� 
月額

900 
同

月額

1，100 
円

五年年金
保険料

月額

900 
同

月額� 

1，100 
内

附加保険料

(所得比例保険料)

月額

400 
円

月額� 

400 
円

保
険
料
の
特
例
納
付

あ
な
た
は
、
前
の
表
の

れ取
阿
見
年
数 

(似
険
料
免
除
則
問
を
含
む
)
は
納

ま
っ
て

い
ま
す
か
。
も
し
納
ま

っ
て

い
な
い
と
老
齢
年
金
は
文
給
さ
れ
ま

婦
人
の
戸
を
聞
く
会

生
活
に
密
殺
し
た
怠
見
が
中
心

あ
主
た
の
声
を
町
政
に
!
と
、

十
月
一

一十

一
日
か

ら
卜 
~
月

日
ま
で
、
町
内
卜
四
地
区
で 

E

い町

人
の
』
一円
を
聞
く
会
」
が
聞
か
れ

ま

し
た
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
弁
地
限
に

お
け
る
「
移
動
役
場
」
や 

円

町
長
」
な
ど
に
よ
り
、

川
の
施
策

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ご
怠
け
ん
、

ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
固
め 

聞
く
会
。
で
は
広

く
ご
婦
人
か
ら
ご
意
見
や
ご
製
屯

を
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の 
ρ

声
。

を
川
政
に
反
映
し
よ
う
と
し
て
問

か
れ
た
も
の
で
す
。

町
か

ら
は
、

町
長
と
職
員
二
人

が
各
地
区
に
出
向
き
ま
し
た
。
ど

の
地
区
に
お
い
て
も
、
出
内
名
は

二
十
人
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

生
活
に
密
着
し
た
ご
意
見
が
積
極

的
に
出
さ
れ
、
住
み
よ
い

町
づ
く

り
を
目
指
す
勝
浦
町
婦
人
の
力
銀

い
声
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
と

っ
て

い
ま
し
た
。

n

J l
μ

補え


し� 
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老齢年金

祉年金(図柄向r川和�  1

P

老齢補祉年金� 
""以削'1
終身

老齢特別給付金

的愉祉司

(3) 第54号	 カミ ザコ つ ら

制制lO川� 
E
、け る£

-¥  

昭和49年12月� 1日

き
ま
す
。

国民年金の種類と年金額

国li::A-金は大

きくう}Itて， き

ょ出年金(かけ

金+国庫負担金、馴Plx をとお1

庫.t't伺金)に分

けられます。概

裂についてはつ

ぎのとおりです�  

(昭和50年

l月から)

表(3) ま
で
年
齢
を
繰
上
げ
て
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

65オ 支給される割合� l∞%� 

64オ-65オ未満 11 89% 

63才-64オ� 11 11 80% 

62オ-63才� 11 11 72% 

61才-62オ� 11 11 65% 

60オ-61オ� 11 H 58% 

総リ上げを;正けた地合ん は65オにら 司て
もi;町舗は� ι'>え正せ�  nかけ金+国庫員担金

冷 !t~ 

2 納� 111.1関川 
;'':'~l 川 3刷i' 1

〔きょ出年金がうけられるとき〕

国庫負担金

ー¥
・老齢年金� 25 (t'以上かけ金を納めた人が651誌に企 ったとき。
・通算老齢年金	 他の公の (1 金!日 111\1 と囚 ft')l 全のかけ~Ii: WIK:1 をイヤわせて 25 iド以上の人

が65必にな ったとき。
・障害年金� j最近� l年以上かけ令を納めている人が.附苫:のため体が不

とき。

由になった1'-

・母子年金 最近� 1;ド以上かけ令を納めた棄が夫と死))11Lて18，禄未尚� (身|綜児は20収
未満)の子とー紡にいるとき 。

・準母子年金 ，友18正または釘Iiが夫や息子を亡くし.i年以上かけ全を納めた悩l此近1
本 I的 ( 身戸';~ 1，足1J:20，塚本i，:i.j)の併、や弟妹 と一級に いるとき 。� 

ej量児年金 良一 j~ が亡く主りI:tを納めている父かr以上かけイ$1 1 .18，読本洲町み主� L
子にな勺たとき� 0

・寡婦年金 	 在両u司令を� Jけるw怖があ って ，10年以Jつれそ った失がi1":((をうけず
に亡くなったとき。

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

類
は
ぜ
っ
た
い
に
混
入
し
な
い

・
ガ
ラ
ス

・
ビ
ン
の
中
に
金
属

*
ガ
ラ
ス

・
ビ
ン

毎
月
第

一
・
第
三
日
峨
日

台
注
意
事
項 

-R
ゴ

ミ

毎

週

火

・
土
蹴
日

ゴ
ミ
の
収
集
は


週
二
回
で
す


ー
収
集
の
日
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
|

・死亡一時金 司令をうけずに亡くな ったとき。;1以上刀、け全を納めた人が4'3

〔福祉年金がうけられるとき〕

・老齢福祉年金	 きょ山ir ~r~ を -，けるに必裂な JY IlVo I のかけく1そができなか っ た人が70"証
に主 ったとき� 0

・老齢特別給付金 明治44Jlo4 )1 1円以前に生まれた者がH召和49年� 1Hから70i.'itに主

-u;にいるとき内

るまて〉

・障害福祉手全 きょ� ll¥斗令をうけるに必裂な� WIIMIのかけ全ができなか った人が附子;� 
¥-'cJ. つ� 1- ::. .:.:0 

・母子福祉年金 きょ出年金圭一;It るに必要 ~'J切れHのかけ/，，，ができ主かった安弘どが，
夫と死日1I L中学校十業所!の了� (身附児は20歳未l的)と� 一

・準母子福祉年金 きょ n ~年金をうけ るに必裂な !明 IllJのかけ金ができ主 L っ た組付ま
' (-')<$rjij校'-(1'

勝
浦
町
議
会


十
二
月
定
例
会


下
旬
に
開
会
予
定

町
議
会
十
二
月
定
例
会
は
、
下
旬

に
開
会
さ
れ
る
予
定
で
す
。
定
例
会

で
は
町
政
に
対
す
る

一
般
質
問
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
町
議
会
は
、
議
長

の
許
可
を
得
て
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

せ
ん
。未

納
の
ま
ま
二
年
た
ち
ま
す
と
、

時
効
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
な
い
の
が

原
則
で
す
が
、
時
効
に
よ
り
消
滅
し

た
保
険
料
で
強
制
加
入
期
間
の
分
に

つ
い
て
は
、

一
か
月
九
百
円
で
昭
和

五
十
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
未
納
期
間

の
あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

支
給
の
繰
上
げ

老
齢
年
金
を
受
け
る
資
格
の
あ
る

人
は
、
つ
ぎ
の
表
の
と
お
り
六
十
歳

附
加
年
金
制
度

こ
の
制
度
は
希
望
し
て
(
任
意
加

入
)
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
決

業
者
年
金
に
加
入
す
れ
ば
必
ず
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
は
、
定
額
保
険
料
千
百
円

{
四
十
九
年
十
二
月
ま
で
は
九
百
円
)

と
附
加
保
険
料
四
百
同
と
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

二
十
五

年
納
め
ま
す
と
六
万
円
(
月
傾
五
千

円
)
が
老
齢
年
金
に
加
算
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
の
で
、
た
い
へ
ん
有
利
で

す。

-
収
集
日
の
午
前
八
時
ま
で
に

指
定
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

たは ~lliが夫や息子を亡く L. 身防児は20ぷ未jtij)の孫や弟妹と -Ui 
l二t、るとき 。
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と
つ
い
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

を
受
け
た
月
か
ら
約
二
1
三
か
月
後

療
養
費
払
い 

(患
者
が
代
金
を
支

と
な
り
ま
す
。

払
い
、
あ
と
で
国
保
か
ら
払
い
も
ど

老
人
医
療
費
と
の
関
係

は

?

し
を
受
け
る
場
合
)
に
よ
る
高
額
療

「老
人
医
療
受
給
者
証
」
で
お
医

養
費
の
支
給
は
、
そ
の
申
請
書
に
添

者
さ
ん
に
か
か

っ
て

い
る
か
た

(七

付
さ
れ
た
「診
療
報
酬
購
求
明
細
書
」

十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
お
よ
び
六

に
も
と
つ
い
て
、

一
部
負
担
金
の
頒

十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
)
は
、

を
計
算
し
、
払
い
も
ど
し
し
ま
す
。

い
ま
ま
で
と
同
じ
要
領
で
診
療
を
受

支
払
時
期

け
て
く
だ
さ
い
。

実
際
に
支
払
わ
れ
る
の
は
、
診
療

療
貨
の
自
己
負
担
額
が
三
万
円
を
こ

え
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
、

二
か
月
に
わ
た
っ
て
三
万
円

を
こ
え
て
も
、
一
か
月
分
の
医
療
費

自
己
負
担
額
が
三
万
円
を
'
」
え
な
け

れ
ば
、
高
額
療
養
費
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。 

わ
た
し
た
ち
の
国
民
健
康
保
険
(
国
保 
)
で
は
、
昭
和
五
十
年

一
月
か
ら
加
入
者
(
被
保
険
者 
)
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
、
一

人
に
つ
い
て

一か

月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
金
が
三
万
円
を
こ
え

た
場
合
は
、
そ
の
こ
え
た
分
は
国
保
が
負
担
す
る
ー
と
い
う
高
額

療
養
費
制
度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

制
度
に
な

っ
て
い
る
か
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

月3万円をこえる医療費は国保が負担


一高額療養費制度， 来年� 1月からー

国
保
の
加
入
者
は
、
病
気
や
け
が

で
お
医
者
き
ん
に
か
か
る
と
一
部
負

担
金
と
し
て
医
療
費
の
三
割
を
自
分

で
負
担
し
て
病
院
、
診
療
所
の
窓
口

で
支
払
う
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
病
気
や
け
が
が
重
くー

て
入
院
し
た
り
、
治
療
が
長
引
き
ま

V す
と
、
こ
の
自
己
負
担
す
る

一
部
負

担
金
の
支
払
い
が
思
い
も
か
け
ぬ
ほ

ど
か
き
ん
で
、
家
計
を
大
き
く
圧
迫

す
る
ー
と
い
う
よ
う
な
場
合
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
対
策
は
各
方
面
か
ら
要
望
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
わ
た
し
た
ち
の

国
保
で
は
、
来
年
一
月
か
ら
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が

一か

月
に
三
万
円

を
こ
え
た
と
き
は
、
そ
の
こ
え
た
分

は
全
額
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
国

保
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
加
入
者
は
こ
れ
か
ら
ど


ん
な
重
い
病
気
に
か
か

っ
て
も
、
医


療
費
は
月
三
万
円
ま
で
負
担
す
れ
ば


よ
い
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。


こ
の
制
度
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お


り
で
す
。


ニ
ん
な
と
き
に


支
給
さ
れ
ま
す


被
保
険
者
の
同
じ
診
療
科
目
で
の

一
か
月
の
医
療
費
に
つ
い
て
み
ら
れ

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
医

高
額
療
養
費
は
つ
ぎ
の
単
位
に
よ

‘

‘ 

っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

マ
被
保
険
者
ひ
と
り
ご
と
。

み
か
ん
採
取
期
を
共
同
炊
事
で

マ
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
。

マ
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
、
そ
の
他

の
も
の
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

日
月
日
日
か
ら
開
始

同

一
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
お
い
て

た
。
十
一
月
二
十
日
か
ら
四
十
七
戸

受
け
た
療
養
で
あ

っ
て
も
、
つ
ぎ
の

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
計
算
さ
れ

の
関
係
者
に
一
日
約
二
百
六
十
食
の

ま
す
。 

副
食
を
主
と
し
た
共
同
炊
事
が
開
始

医
科
の
療
護
と
歯
科
の
療
養 

さ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
病
院
の
各
診
療
ご
と
の
療

炊
事
場
に
は
力
ス
釜
二
基
、
二
漕

養
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
が
そ
の

流
し
、
調
理
盛
付
台
、
配
膳
棚
、
会

V V
病
院
の
他
の
診
療
科
で
療
獲
を
受

議
室
を
備
え
、
将
来
は
設
備
を
充
実

O O

し
て
四
百
五
十
食
の
調
理
作
業
が
で

け
た
場
合
は
、
合
計
し
て
計
算
す

るO
。

き
る
よ
う
配
慮
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
み
か
ん
採
取
期
に

入
院
診
療
分
と
通
院
診
療
分
と

お
け
る
共
同
炊
事
に
よ
り
、
過
労
時

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
計
算
す
る
。


の
栄
養
摂
取
、
主
婦
の
労
働
軽
減
と
、


マ
差
額
ベ

ッ
ド
や

っ
き
そ

い
看
謎
料


料
理
に
変
化
を
つ
け
て
同
地
域
同
じ


入
院
し
た
と
き
の
差
額
ベ
ソ
ト
代
、


お
か
ず
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
採
取
労


基
準
看
護
の
病
院
へ
入
院
し
た
と
き


務
者
の
不
平
、
不
満
を
解
消
し
よ
う


の
つ
き
そ
い
看
護
料
お
よ
び
前
科
で


認
め
ら
れ
て
い
る
差
額
徴
収
な
ど
は


と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
こ
の
施
設
は
、
股
家
の
生
活

一
部
負
担
金
の
中
に
入
り
ま
せ
ん
。

改
普
の
普
及
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、
各

支
給
方
法

原
則
と
し
て
償
還
払
い
で
、
世
帝

食
の
調
理
作
業
が

種
の
研
究
、
衛
生
そ
の
他
生
活
環
境

王
ま
た
は
組
合
員
か
ら
の
梢
求
に
も

監
備
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
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三

一一 
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e
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*
横
瀬
地
区

み
か
ん
採
取
期
に
お
け
る
主
婦
の

労
力
軽
減
と
高
い
カ
ロ
リ
ー
補
給
を

目
的
と
し
た
共
同
炊
事
の
設
立
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、
九
月
十

八
日
、
横
瀬
地
区
生
活
共
同
利
用
組

合 

(呑
口
久
子
組
合
長 
)
が
勝
浦
町

農
協
旧
勝
売
部
跡
に
開
設
さ
れ
ま
し

一
日
に
四
五

で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い

る

MUS04
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国民健康保険
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2
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市
お
わ
る

ザコカ込

'
会
長
賞

φ
優
秀
賞

av
優
良
賞

谷
)

(5) 第54号� 

利
用
計
画
の

変
更
を
行
い
ま
す

ー
希
望
者
は
日
日
ま
で
に
|

「
農
業
振
興
地
減
の
盤
備
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
定
め
た
勝
浦
農
業

振
興
地
域
経
備
計
画
舎
は
、
昭
和
四

十
九
年
二
月

一
日
付
で
認
可
さ
れ
、

作
燥
用
地
利
用
計
画
仰
に
定
め
ら
れ
た

み
か
ん
の
部
で
中
村
さ
ん
会
長
賞

県
農
村
青
少
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

H

会
主
催
に
よ
る
「
第
二
回
四 

祭」

が
徳
島
市
旧
刑
務
所
跡
、
県
青
少
年

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
物
産
市
に
多
数
の
出

口
聞
を
し
、
み
か
ん
の
部
に
お
い
て
、

つ
ぎ
の
か
た
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た 
o

中

村

悟

さ

ん 
(横
瀬 
) 

沢

口

突

き

ん 
(星
谷 
) 

中
間
茂
人
さ
ん 
(星
谷 
)

沢
口
実
さ
ん
(
皇
谷
)
・
長
川
芳
成
さ

ん
(星
谷
)
・
中
西
文
子
さ
ん
(星
谷
)

武
凹
治
雄
さ
ん 
(坂
本
)

-
佳
良
賞

武
田
治
維
さ
ん 
(坂
本 
)

末
広
移
好
さ
ん 
(坂
本 
)
・上
回
普

一

さ
ん 
(中
山 
)
・
前
田
幸
三
さ
ん 

(中

山
)
・
敏
鎌

一
郎
さ
ん 
(久
図 
)
・
秋
成

明
雄
き
ん
(久
国
)
・
沢
口
実
さ
ん 
(
界

燥
業
セ
ン
タ
ー

用
途
以
外
の
転
用
は
で
き
な
く
な

っ

て
お
り
ま
す
。

当
初
、
こ
の
計
画
性
の
変
更
は

三

年
間
く
ら
い
は
で
き
る
い
こ
と
に
主

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
経
済
事
情
の

変
動
そ
の
他
の
情
勢
の
推
移
に
よ
り
、

一
部
利
用
計
画
の
変
更
を
昭
和
五
十

年

一
月
以
降
に
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
地
域
経
備
抜
一本
方
針
お
よ
び
段

業
振
興
地
域
の
区
域
の
変
更
は

で
き

ま
せ
ん
が
、
良
地
所
有
者
で
家
庭
の

事
情
そ
の
他
で
や
む
を
得
ず
燥
地
を

股
地
以
外
に
転
用
し
た
い
か
た
は
、

十
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
当
該
良
地

の
字
名
、
地
番
、
面
続
、
利
用
計
画

を
記
入
の
う
え
、
町
産
業
課
ま
で
巾

出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
申
出
が
あ
り
ま
し

て

も
、
周
辺
部

の
股
用
地
区
域
の
利
用

上
支
障
が
あ
る
州
制
作
な
ど
は
認
可
さ

れ
ず
、
必
ず
し
も
希
望
ど
う
り
に
い

か
も
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
人
心

の
た
め
申
し
添
、
え
ま
す
。

産
業
課

a

価
値
の
減
少
が
防
止
さ
れ

寸

一年聞の年金支給額農業者 

保険料 
 年金の� 

ま
た
、
加
入
期
間
が
長

料

60歳 ~ 65 歳 以� 4表保険料� 65歳
納付鎖

農業金者
納 付済生年月日

普十国民年金農業者年金年経�  ((CB)+期 間� 
)+(D)経営移緩農業者老 付加年金老船年金営年移金(積A)(41C::) +(E)

年金� (8)齢年金に)� (D) I(E) 

同 同 内 円'1ト- 同 円大正5年l月2日~ 
} 5年の場合 55，800 211 ，200 21，120 26，4∞ 12，0∞ 180，0∞ 239，520大正1()Jf.1月l日生� 

大正� 10年生�  6年� 1/ 225，280 22，528 31，680 14，4∞ 254，608 

7年� 1/ 

75，6∞ 186，0∞ 

95，400 239，360 23，936 36，960 16，8∞ 192，000 269，696年生1111 

8年� 1/ 115，200 253，440 25，344 42，240 19，2∞ 284，784年生1211 198，0∞ 

9年� 11 267，520 26，752 47，520 21，6∞ 204，000 299，872135，0∞年生1311 

10年� 11 281，600 28，160 52，800 24，0∞ 314，960年生1411 154，8∞ 210，0∞ 

11 if.ll1昭1511 295，680 29，568 58，080 26，4∞ 330，048174，6∞ 216，0∞ 

12年� 11 194，400 309，760 30，976 63，360 28，8∞ 345，136 

13年� 11 

昭和� 2年生�  222，0∞ 

214，200 323，840 32，384 68，640 31，2∞ 360，224年生311 228，0∞ 

14年� 11 234，000 337，920 33，792 73，920 33，6∞ 375，312年生411 234，0∞ 

15年� 11" 5年生�  253，800 352，0∞ 35，2∞ 79，2∞ 36，000 240，000 390，4∞ 

16年� 11 366，080 36，608 84 ，480 38，400 249，6∞ 409，088年生611 273，6∞ 

17年� 11 427，776293，400 380，160 38，016 89，760 40，8∞ 259，2∞年生711 

18年� 11 313，200 394，240 39，424 95，040 43，200 268，8∞ 446，464年生811 

19年� 11" 9年生�  333，000 408，320 40，832 l∞，320 45，600 278，400 465，152 

H 10年生�  20年� 11 352，800 422，400 42，240 105，600 48，0∞ 288，000 483，840 

25年� 11 451，800 528，0∞ 132，0ω 60，000 336，000 580，800年生1511 52，8∞ 

30年� 11年生2011 550，800 633，600 63，360 158，400 72，000 384，000 677，760 

40年� 11年 生3011 748，800 844，800 84，480 211，200 96，000 384，000 775，680 

大
正
五
年
か

ら
昭
和
十

年
ま
で
に
生
れ
た
人
は
、

い
ま
加
入 

(十
二
月
に
納

額

付
)
し
な
け
れ
ぽ
資
格
が

給

な
く
な
り
ま
す
。
至
急
民

支

協
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

金

さ
い

。
八
月
の
広
報
で
も

年

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

と

年
金
額
は
経
済
の
変
動
に

間

よ
り
向
動
改
定
措
置
を
導

期

入
し
ま
す
の
で
、

実
質
的

済

て
い
ま
す
。

，
勾納

け
れ
ば
長
い
ほ
ど
有
利
で

険

す
。
以
内
で
六
か
町
村
は

呆

百
打
加
入
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
か

た
は
、
す
ぐ
加
入
す
る

こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

受
給
資
格
期
間
限
度
者

'ー、、

加入手続きを早く， 農業者年金

国の補助率は�  43 ~** 

進 むず加入、明るい老健

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
農業振興地域整備計画利用計画の変更を行います

MUS04
テキストボックス
加入手続きを早く農業者年金国の補助率は43㌫



つ ら 第54号 (6) ザコ

年末， 年始の役場の事務は� 

12月29日から来年の� 1月 3日

まで休みます。

あわただしい年の瀬の仕事

やお正月の準備などでつい大

事な書類，届出，登録等も忘

れがちになります。

急ぐ用件，手続きなどは早

めにおすませください。

お互 いに基本的
人権を守 ろう� j

一人権週間� 4-108-

12月 4日カ‘ら 10日までカ仁

「人権週間」とな って おりま

す。

わたくしたちにと って最も

大切な基本的人権は，お互い

に他 人の権利を尊重すること

によって守られます。

-
朝
の
世
間
、
さ
の
き
び
し
さ

は
、
お
勤
め
に
出
る
人
に

こ
た
、
え
ま
す
。
�
 

-
d

f
d
v

p
b

h
v

rE

一
を

一

一
七刈

一

一
協

一

一
説明

一

一
事

一

一
末

一

一
年

一

o
 

V

Vな
-勺
�
 

V

、、� 
¥-

昭和49年12月1日 カ込

人権問題などでお悩みのか

徳島県人権擁護委員連合会

・親は子の=子は親の人権を

守りましょう。

・生活環境の保全につとめま

しょう 。

神
社
、
墓
地
、
人
家
付
近
で
は
で

・差別志、請をの鋲りをなくしま

たは，地元の人権擁護委員ま

しょう 。

徳 島 地 方 法 務 局 �  

たは法務局(支局)へご遠慮な

衣
類
で
寒
さ
を
防
ぐ
に
�
 

くご宇目首長 <tごきし、。

は
、
厚
い
下
着
を
一
枚
務

る
よ
り
、
薄
手
の
も
の
を

に
お
い
て
賞
状
な
ら
び
に
記
念
品
を

昭
和
国
十
九
年
度

。
畜
産
共
進
会
。

*
お
頭
が
出
口問

き
る
十
月
三
十
日
、

町
、
町
畜
産

組
合
共
催
に
よ
る
「
畜
産
共
進
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
に
は
、
畜
産
農
家
か

ら
二
十
六
頭
が
出
品
き
れ
、
つ
ぎ
の

か
た
が
入
賞
し
、
町
民
体
育
祭
の
場

審
査
会
場
に
集
ま
っ
た
み
ご
と
な
牛

グ
点
、
二
枚
重
ね
て
着
る
ほ
う
が
、

そ
の
問
の
空
気
の
層
が
で

き
る
の
で
保
温
性
が
高
《
な
り
、
健

康
的
で
す

0

・
寒
い
戸
外
の
仕
事
や
、
お
勤
め
か

ら
帰
っ
て
く
る
ご
家
族
の
た
め
に
、

温
か
い
食
事
を
用
意
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。
冬
は
と
く
に
カ
ロ
リ
ー
の
高

い
、
か
ら
だ
の
温
ま
る
食
事
を
心
が

け
た
い
も
の
で
す
。

気
温
が
一
度
下
が
る
と
、
ご
は
ん

て
せ
ん
分
の
カ
ロ
リ
ー
が
余
計
に
必

要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
き
の
う

よ
り
三
度
低
い
か
ら
と
い
っ
て
、

三

ぜ
ん
も
余
計
に
ご
は
ん
は
食
べ
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
ず
十
分
な
栄
獲
を
と

っ

て
、
か
ら
だ
の
内
側
か
ら
温
め
る
の

が
一
番
い
い
よ
う
で
す
。

-
背
番
れ
の
お
買
物
は
、
あ
ま
り
押
し

つ
ま
っ
て
か
ら
で
は
品
薄
に
な
り
ま

す
。
や
は
り
適
当
な
日
に
、
ご
主
人

を
相
談
役
と
持
た
せ
役
に
連
れ
て
出

る
と
便
利
で
す
。
商
庖
の
掛
け
声
に

つ
ら
れ
て
、
差
し
当
た
り
要
ら
な
い

物
に
ま
で
目
を
や
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
来
年
に
な

っ
て

か
ら
ゆ

っ
く
り
品
選
び
し
て
も
遅
く

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

・:

。

-
鉄
砲
な
ど
の

贈
呈
し
ま
し
た
。

争
知
事
賞

和
牛
去
勢
の
部
米
沢

正
晴
さ
ん
(
生
名
)

+
町
長
賞
和
牛
去
勢
の
部
構
図

義
昭
さ
ん
(
機
瀬
)
、
繁
殖
牛
の
都

藤
野
貞
雄
さ
ん
(
横
瀬
)
、
雑
種
雌
の

部
増
井
正
さ
ん
(
生
名
)
、
雑
種
去

勢
の
部

山
本
態
さ
ん
(
生
名
)

-
畜
産
会
会
長
賞

和
牛
去
勢
の
部

山
本
陸
軍
さ
ん
(
生
名
)
、
雑
種
雌
の
部

岩
本
健
二
さ
ん
(
生
名
)
、

雑
種
去
勢

v

の
部

松
下
一
一
さ
ん
(
石
原
)

争
肉
用
牛
振
興
協
会
会
長
賞
和
牛

銃
口
を
人
に
向
け
て
は
射
撃
し
な

去

勢

の

部

尾
山
廃
見
さ
ん
(
生
名
)
、

大
下
勝
次
さ
ん
(
生
名
)
、
増
井
隆
士

き
る
だ
け
射
撃
し
な
い
。

V

ハ

ン

タ

以
外
の
者
と
同
行
し
て

狩
猟
し
な
い
。
�
 

そ
の
ほ
か
、
危
害
を
あ
た
え
る
場

取
扱
に
注
意
を

ハ
ン
タ
ー
待
望
の
狩
猟
が
十
一
月

V合
な
ど
は
、
ぜ
っ
た
い
に
射
撃
し
な

lv 

一
日
か
ら
来
年
の
二
月
十
五
日
ま
で

の
問
、
解
祭
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

-
古
物
利
用
に
も

注

意

を

銃
砲
な
ど
の
事
故
は
人
の
生
命
に

関
係
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
か
ら
、

と
く
に
つ
ぎ
の
こ
と
に
十
分
留
意
し

て
、
楽
し
い
狩
猟
を
し
て
く
だ
さ
い
�
 

e
農
業
共
済
組
合
連
合
会
会
長
賞

い
。
織
物
を
確
か
め
て
か
ら
射
恕
す

さ
ん
(
生
名
)
�
 

問答 、 氏 、 記いか

る
。(
み
か
ん
闘
等
に
お
い
て
狩
猟
す

る
場
合
は
、
人
が
い
な
い
か
よ
く
確

か
め
る
。)

自
分
の
銃
等
は
他
人
に
ぜ

っ
た
い

のわ格そ徴年却年入りつれ用
駐し の、月先月 れ ま ぎ 、 さ

V

和
牛
去
勢
の
部

増
井
正
さ
ん
(
生

名
)
増
井
隆
士
さ
ん
(
生
名
)
、
米
沢

"よ他れ号の売の買 の ば 帳 買 を
りく�  f師、特却売 入買なに入 利

在い 他事日�  ( 日先せの売れ
所こ の体) 住ん事却て
でと 特番所住 。項にい
お は 徴 号 、 所 をつる

き 察 エ名氏載てた
く署 ン、名し、は�  

に
貸
さ
な
い
。
�
 

き 、そ民ン古齢古 齢 古 け 物 物古

正
晴
さ
ん
(
生
名
)

産
業
課

日
の
出
前
、
匹
没
後
の
狩
猟
は
し

だ か �  V ジ� V 年� V 年� V な古古

H

道
路
を
こ
え
て
�
 た
ま
。
が
通
過

いもの入番物、物 、物れ台の 物� 

す
る
よ
う
な
状
況
の
と
こ
ろ
で
は
射

繋
し
な
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
年末事務にご協力を

MUS04
テキストボックス
生比奈駐在所から

MUS04
テキストボックス
くらしのメモ



昭和49年12月 1日らつ

ので採り込みを急ぎ，予姶は十分行い， 入居撃� iB多

にならないようう(¥をつけましょう 。

また，採収中に校変わり等でi温良系と思われる

のが見つかるのもこのl時期です。よく注意して見

ておいてくださし、下旬には越冬害虫の|切除時期� 

となります。

… …

柑橘(普通温州の完熟期) o J¥'i'i説中のi1nt皮は� 3 - 5 0庫内にはilti，毘J支計を� が元Jj巴にあたり，最も重要

・収穣� 1支C， 1品H系 i，w. J主:は 80-85~';; 1 設置してくださ、、。 であります。業がないので

O長WH貯蔵用来実は上旬 が理想です。 ， ・採収後の害虫防除� っ、、遅れがちになりますが， ¥ 

中にt正取するようにしてく of;t:W>l.後 (W>I.;f婆から 10日 早目に施用してください。

た'さし、。� 。以上)のカイガラムシ類は:�  施用時期等に ついては，つ

o来災には絶対に似をつ

けないようにしてくださし、。

悶主の かたは，作業員にも

う一度注意事項全般につい

て指示を与えるようにして

、。Lくださ� 

・予措，入庫および貯蔵� 

O予十15の.f'tJ支は出庫時期

により呉なります。短期貯蔵� 

( 2月中ごろまで)の予惜

は不要でありますので� 3 

-4月出荷の長期貯蔵来は，

果実水分を� 3- 4~~，発散さ

せるようにしてください。

(予措不足の果実は，いつ

までも果実の生活機能が盛

んで，� 平皮や変色などを生1.

じやすいです。)� 

O予措1~J問中は窓や入口

を開放し， やや乾燥ぎみに

今
月
も
収
穫
と
貯
蔵
に
重
点
を

*
長
期
貯
蔵
用
の
果
実
は
上
旬
に
採
取
を

' アタックオイル60倍液， ダ� | ぎの表を参考にしてくださ

ニ類は95 ~';;<' o/ン油乳斉IJ70 Iし、。

倍液を散布してくださ� L、� 

0樹勢回復を促進するた� 1 

• め，尿素�  100倍(1~';;液)

か相互J1~ 3001沓をI見用してく� 

ごさし、。1.

01功来

種類
施用
時期

チッ
ソ

リン
サン カリ

かき� 12月� 12.0 7.2 96.

梅� 
11-12 
月上旬

60. 3.6 4.8 

いずれも 10アールあたり成木闘
季節風の鋭い図はコモ を対象とした成分� 

カンレイシ ャ，� 1坊風垣のす� l

! 
J~足業センター 

: そメ� IJりを行 ってく ださし。� 

落葉果樹�  l 

!・苗木の値付� 1 

11月に布[]付カぜて'きて いな� s 

いものは早目に行 って くだ� t
『¥

さい。布� u穴には石灰， リン

サン，苦土などを投入し，� ‘ 

二仁とよく� iぜ令わせてからU. t 

.fir(!寸してください。，

・施~~ 

してくださし、。 1喜楽果樹では今期の地JI巴� 1 

ン
タ 
l
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

(T
E
L

…
ぃ

。
そ
し
て
、

備
、
え

つ
け
の
申
請
告

…
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま

叫
す
。

叩 
-
利
用
料
金

時

実

働

一
時
間
当
り
二
千
同
で
す
。

町
・
プ
ル
運
燃
料
金
と
巡
搬
料
品
1

車
準

刷

備

吋
原
則
と
し
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
作
業

明
地
ま
で
の
往
復
料
金
が
必
要
で
す
。

一
運
搬
車
も
原
則
と
し
て
利
用
さ
れ
る

山
か
た
に
準
備
願
い
ま
す
。

m-速
転

一
農
業
セ
ン
タ
ー
職
員
が
行
い
ま
す

0 

. 
-
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
股
業
セ

叫
さ
ん
に
ご
利
用
願

っ
て

い
ま
す
。

…

改

植

、

肉

筆

(
園
内
道
)
概
設
道

路
の
整
地
な
ど
、
面
積
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
、
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま

…
す
の
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

叩

-
利
用
を
希
望
さ
れ
る
と
き
。

一

燦

業

セ

ン

タ

ー

へ
お
い
で
く
だ
さ

叩
卜 

ザ
ー
を
設
泣
し

て
成
家
の
み
な

l

一

み

か

ん

経

営
の
合
理
化
を
図
る
た

一
め
、
淡
業
セ
ン
タ
ー

で
は
小
引
一ブ

ブ
ル
ト 

ザ 

の
利
用
を

l

l

樹
園
地
近
代
化
に・

三
三
五
八
) ル

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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みんな輸になりなごやかに

(保育園児おどりーひまわりのマーチ)

町民体育祭

ご協力ありがとうございました

十

一
月
三
日
(
文
化
の
日
)
行
わ
一

一
れ
た
町
民
体
育
祭
は
、
み
な
さ
ん
の
一

一
ご
協
力
に
よ
り
楽
し
い

一
日
と

な
り
一

一
ま
し
た
。

今
回
も
昨
年
同
様
、
地
区
別
対
抗
一

一
得
点
種
目
を
な
く
し
て
自
由
参
加
を
一

一
多
く
と
り
い
れ
、
全
町
民
が
楽
し
く
一

一
日
を
過
ご
そ
う
と
い
う
こ
こ
ろ
み
一

一
で
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
み
な
さ
一

一
ん
が
気
楽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
一

一
楽
し
く
雌
大
に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
一

一
と
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
町
民
の
み
な
さ
ん
の
楽
し
い
一

一
必
の
一
日
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
一

一
思
い
ま
す
の
で
、
な
お
い
っ
そ
う
の
一

一
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地区対抗リレー(小学生男子)
¥ー'

、応援もすごい、

地区対抗綱引き

ホ正中堂々と競技します、ーとカ強(

宣誓する押棄さん(与川内)

ご披露の、勝J甫音頭、

(婦人会員)
さっそ(

臣
長 

vw 晴
れ
の
表
彰
者

町
民
体
育
祭
に
お
い
て
、
功
労
の

あ
っ
た
つ
ぎ
の
か
た
に
表
彰
状
お
よ

び
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
功
総
を
た
た

え
ま
し
た
。

-
表
彰
状
贈
呈
者

。
消
防
防
災
活
動
貢
献
町
消
防
団

第
二
分
団
、
第
:
一分
団
、
第
七
分
間

。
郷
土
民
俗
芸
能
保
存
と
後
継
者
の

育
成
貢
献
者
敏
鎌
秋
太
郎
さ
ん

(久
国 
)
柳
澱
仰
吉
さ
ん
(生
名 
)

。
母
子
福
祉
貢
献
者
自
本
ン
ヅ
コ

さ
ん 
(坂
本
)
架
城
初
江
さ
ん
(中
山
)

。
産
業
娠
輿
貢
献
者
米
滅
型
幸
さ

ん
(久
国
)
大
久
保
和
チ
さ
ん
(今
山 
)

。
優
良
納
税
地
区
立
川
区
、
久
間
区

+
感
謝
状
糊
口
王
者

。
生
名
谷
川
改
修
事
業
貢
献
者
出

葉
市
良
さ
ん 

(生
名
)

。
中
角
樋
門
管
理
貢
献
者
六
阿
由

夫
さ
ん 

(中
角
) 

-
伝

述

。
工
業
統
計
剣
先
賀
献
者 

(通
産
大

)
山
本
久
治
さ
ん 

(生
名
) 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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-ー、

到|

上勝町支所前をスター卜する  
7チー ムの選手

-秋晴れにめぐまれた第20回郡駅伝大会

勝浦パスケッ トクラブ

十
一
月
二
十
四
日
の
午
前
十

一
時
、
号
砲
一
発
、
上

勝
町
支
所
前
を
ス
タ
ー
ト
し
た
第
二
十
回
郡
駅
伝
競
争

は、

一
般
四
、
中
学
三
の
計
七
チ
ー
ム
が
出
場
。
上
勝

町
支
所
前
|
福
川
撰
果
場
|
坂
本
八
幡
神
社
|
横
瀬
小

学
校
生
比
奈
農
協
(
折
返
し
)
|
町
役
場
の
五
区
間
、

十
九
・
ニ 

を
ひ
た
走
り
ま
し
た
。

農
繁
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
あ

た
た
か
い
声
援
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
選
手
も
力
走
、
熱

戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
好
記
録
が
続
出
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
高
鉾
中
学
チ 

ム
が
一
時
間
七
分
五
十

九
秒
で
優
勝
。
二
位
は
鉄
脚
チ 

ム
が
一
時
間
八
分
四

J

十
二
秒
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。


以
下
は
、
三
位
|
勝
中 

チ 

ム
、
四
位
棚
野
チ


ー
ム
、
五
位
勝
中

B
チ
l
ム
、
六
位
|
町
役
場
、
七


A

位
1

与
川
内
青
年
会
の
順
で
し
た
。

l

区
間
賞
は
、
一
区
広
野
洋
さ
ん
(
鉄
脚
)
、
二
区
滝
監

水
き
ん
(
棚
野
)
、
三
区
秋
成
昇
さ
ん
(
鉄
脚
)
、
四
区
抑

栗
義
衡
さ
ん
(
与
川
内
青
年
会
)
、
五
区
桶
木
良
茂
き
ん

l l

ウ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
も
、
さ
み

し
そ
う
に
ヒ
ッ
ソ
リ
し
て
お
り
ま
す
。 

O

十
一
月
十
三
日
の
勝
中
体
育
館
、

ま
だ
熱
心
に
練
習
を
つ
づ
け
て
い
る

の
は
、
十
月
に
結
成
し
た
ば
か
り
の

ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
ク
ラ
ブ
。

ク
ラ
ブ
長
・
前
回
晃
司
さ
ん
(
横
瀬 
)

を
中
心
に
十
三
人
の
青
年
男
女
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
町
体
育
協
会
に
所
属
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
毎
週
水
嶋
日
の
練
留
件

欠
か
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
す
。 

と
も
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
に
し
た

い

」

と

諮

っ
て
い
ま
す
。 

O

町
に
は
体
育
協
会
所
属
の
各
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
数
々

の

ク
ラ
フ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
問
、
時
期

的
に
も
ス
ポ
ー
ツ
に
と
つ
つ
き
に
く

い
と
き
で
す
が
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ

ツ
を
囲
む
ば
か
り
で
な
く
、
い
ヤ
れ

か
の
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
、
あ
せ
を
流

し
て
み
る
よ
う
心
が
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う。

入
賞
し
ま
し
た
。

工
夫
創
作
の
部

マ
地
震
探
知
総
福
良
伴
昭
さ
ん

(坂
小
六
年 

特
質

・
発
明
協
会
賞

V

(高
鉾
中
)
の

み

な
さ
ん
が
受
賞
し

ま
し
た
。

ま
た
敢
闘
賞
と

し
て
、
尾
花
治
さ

ん
(高
鉾
中
)、
小

川
正
典
さ
ん 

(勝

中 
)
に
そ
れ
ぞ
れ

賞
状
が
お
く
ら
れ
、

そ
の
栄
営
が
た
た

え
ら
れ
ま
し
た
。

の
で
す
。

こ
の
研
究
の
内
答
と
し
て
、
ス
ズ

ム
シ
の
①
育

っ
た
よ
う
す
②
食
べ
も

の
に
つ

い
て
③
鳴
き
は
じ
め
る
こ
ろ

の
よ
う
す
④
天
気
、
気
温
、
場
所
の

ち
が
い
と
鳴
き
方
と
の
関
係
⑤
光
の

色
や
物
の
色
の
ち
が
い
に
よ
る
鳴
き

方
や
集
ま
り
方
の
よ
う
す
⑥
鳴
く
時

間
、
鳴
く
回
数
、
鳴
き
方
に

つ
い
て

ー
な
ど
、
非
常
に
く
わ
し
く
研
究
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
会
場
に
お
い
て

「第

三
十

一
回
県
児
童
生
徒
科
学
作
品
展

覧
会
」
が
行
わ
れ
、
つ
ぎ
の
か
だ
が

川県
教
育
委
民
会
、
山
山
教
育
会
主
催

の
「
第
一
十

一一
凶
県
科
小
体
験
発
表

会
」
が
十

一
月
間
H
、
山
県
教
討
会
館

で
れ
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は

、
イ
問
附
州
市
代
表

に
よ
り
行
わ
れ
、
勝
浦
町
山
か
ら
は
北

(生
小

一年

1
泌

打

)

が
代
表
で

n

ス
ズ
ム
シ
の
研
究
H

と

い
う
則
自
で
特
質
を
受
筑
し
ま
し
た
ω

総
子
さ
ん
は
二
年
生
の
と
き
、
セ

ミ
の
鳴
き
方
に

つ
い
て
研
究
し
て
か

ら
鳴
く
虫
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に

ズ
ム
ン
の
研
究
に
と
り
か
か
っ
た
も

0
・:
ス

ポ

ー

ツ

の

秋

、

読

書

の

秋

、

ク

ラ

ブ

ロ主
で
あ
り
、
熱
心
に
コ

食
欲
の
秋
な
ど
と
、
あ
ち
こ
ち
で
さ
チ
を
す
る
前
回
さ
ん
は
、

「
パ
ス
ケ
ツ

さ
や
か
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
で
は
も
ト
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を
す
る
こ

う
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
と
が
目
的
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

一
時
は
は
な
や
か
だ

っ
た
勝
中
グ
ラ
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

北
野
裕
子
さ
ん

グ
ス
ズ
ム
ン
の
研
究 

で

特

賞

対

-
県
科
学
発
表
大
会
で
・
:

マ
改
良
ブ

ッ
ク
箱
青
木
悦
子
さ
ん

特
質

・
発
明
協
会
賞

マ
虫
の
逃
げ
な
い
虫
か
こ
田
岡
茂

刑
判
俗
子
さ
ん 

(生
小
五
年

)
1特
賞

d

マ
勝
浦
郡
の
主
な
岩
石
化
石
鉱
物

興
味
を
も
ち
、
夏
休
み
を
中
心
に
ス

l

)
l

)
l

)
H
H

マ
郵
便
受
け
松
浦
正
幸
さ
ん 

(横

小
六
年 
)

特
質
・

発
明
協
会
党

M
H

(生
小
五
年

雄
さ
ん
は
か
四
人 

(勝
中
三
年

)

特
質

・
発
明
協
会
賞

l

n

¥
Ek 

ふ
団
対

⑬
柄
  

体
験
研
究
記
録
の
部

マ
カ
ビ

の
研
究
大
西
章
也
さ
ん 

VV
収
集
標
本
の
部

丸
田
佳
都
子
さ
ん 

(生
小
六
年 

特
質

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
優勝は高鉾中学チーム

MUS04
テキストボックス
グループ紹介
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昭和� 49年� 12月� 1日� 

年
賀
郵
便
の
早
期
差
出
し
に
ご
協
力
を

ー
小
包
は
何
回
、
年
賀
は
が
き
は

η
固

ま

で

に

|

= 
= 

= 
= 

= = 
= 

= = 
= 

= 
= 
= 

hν
 

第
一
回
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン

B B

演
奏
能
力
認
定
会
お
わ
る

ー
次
回
に
は
も
う

一
段
高
い
級
を
�
 

町
教
育
委
貝
会
主
催
の
ピ
ア
ノ

・

オ
ル
ガ
ン
演
奏
能
力
認
定
会
が
十
月

二
十
七
日
に
勝
中
音
楽
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
級
の
合
格
者
は
つ
ぎ
の l

と
お
り
で
す
。
次
回
に
は
、
も
う
一

段
高
い
級
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば

っ
て

く
だ
さ
い
。
(
第
二
回
目
の
案
内
は
十

二
ペ
ー
ジ
お
し
ら
せ
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
。
)

叩
級

酒
井
ゆ
か
り
さ
ん
(
与
川
内
)
、

神
子
千
春
さ
ん
(
横
瀬
)

自

級

山

路
由
香
き
ん
(
今
山
�
 
)、
和

田
久
美
子
さ
ん
(
西
岡
)
 

級

回
中
正
章
さ
ん
(生
名
)、
沢

口
智
子
さ
ん
(星
谷
)、
橋
谷
初
美
さ

ん
(
沼
江
�
 )
 

7
級

中
川
和
美
さ
ん
(
星
谷
)
、
森

久
美
さ
ん
(
石
原
)
 

級

玉
置
明
美
さ
ん
(
星
谷
)
、
橋

谷
明
代
さ
ん
(
横
瀬
)
 

5
級

桜
木
由
美
さ
ん
(
横
瀬
)
、
佐

光
優
子
さ
ん
(
横
瀬
)
、
小
西
唆
世
さ

ん
(
生
名
)

4
級

赤
岩
隆
子
さ
ん
(横
瀬
)
、
立

石
小
百
合
さ
ん
(
今
山
)
、
中
西
敬
子

さ
ん
(
星
谷
)

3
級

高
木
亮
子
さ
ん
(
与
川
内
、)

滝
本
由
美
き
ん
(中
角
)
�
 

2
級

福
井
理
絵
さ
ん
(
棚
野
)

し
て
高
速
区
分
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た

の
住
所
の
郵
便
番
号
も
お
忘
れ
な
く

お
魯
き
く
だ
さ
い
。
�
 

-
あ
て
名
は
番
地
、
�
 0
0方、� 
0
0

号
室
ま
で
く
わ
し
く

団
地
、
ア
パ
ー
ト
に
お
住
ま
い
の

か
た
へ
の
お
便
り
に
は
ア
パ
ー
ト
名
、

む
ね棟

番
号
、
部
屋
番
号
等
も
は
っ
き
り

と
書
い
て
く
だ
さ
い
。
受
箱
や
表
札

に
つ
い
て
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

-
町
内
、
県
内
、
そ
の
他
あ
て
に
分

け
て
束
ね
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
直
接
畳
の
上
で
使
、っ
と
熱
が


逃
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
証
も
乾
燥


し
て
い
た
み
が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。


コ
タ
ツ
の
下
に
は
必
ず
マ
ッ
ト
や
毛


布
を
敷
き
ま
し
ょ
う
。
保
温
が
よ
く


な
り
ま
す
。
 

で
す
。)� 

*
市
外
通
話
の
申
込
や
通
話
の
料
金


が

知

り

た

い

と

き

附

番


*
電

話

の

故

障

川

番

*
電
話
番
号
が
わ
か
ら
な
い
と
き

2 

;|;|;i: 

?l?!?|! 

= = = 

= = = = 

= = 
= = = 

= = = 

= 
= 

= = 

= 三� 

= 

= 

-
私
製
は
が
き
に
は

「
年
賀
」
の
朱

い
よ
い
よ
あ
わ
た
だ
し
い
歳
末
を

迎
え
ま
す
が
、
郵
便
局
へ
も
ふ
だ
ん

の
4
倍
も
の
郵
便
物
が
殺
到
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
こ
の
郵
便
物
を
ス
ム

ー
ス
に
処
理
し
、
早
く
確
実
に
郵
便

物
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
次
の
市
…

に
-
}
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

電
気
暖
房
器
は
安
全
で
取
り
扱
い
・

が
便
利
な
う
え
、
部
屋
の
空
気
を
汚

さ
な
い
と
い

っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

に
な

っ
た
電
気

コ
タ
ツ
の
上
手
な
使

用
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

調
整
は
手
ま
め
に

室
内
の
温
度
や
コ
タ
ツ
に
入
っ
て

い
る
人
数
に
応
じ
て
、
こ
ま
め
に
ダ

イ
ヤ
ル
調
整
し
、
適
温
を
保
つ
よ
う

電話の移転は

いますぐ� 2，000番ヘ

年
末
は
家
屋
の

地
改
築
な
ど
に
よ

り
電
話
の
移
転
の

お
申
出
が
多
く
な

り
ま
す
。
ご
希
望

の
日
に
工
事
が
で

き
ま
す
よ
う
早
目
�
 

-
次
の
日
を
年
賀
デ
!
と
し
て
小
包

の
差
出
し
と
年
賀
は
が
き
を
お
書
き

く
だ
さ
い
。

ロ
月

7

8
日
間

ロ
月
�
 日
同
�
 
月
日
日
同
�
 

-
郵
便
番
号
は
正
し
く
は

っ
き
り
と

た
く
さ
ん
出
さ
れ
る
年
貨
状
も
郵

便
番
号
に
よ
り
、
機
械
を
は
じ
め
と

小
人
数
の
場
合
に
は
ワ

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ワ
�
 
y
ト
数
の

切
換
装
置
の
つ
い
て
い
る
も
の
で
、

ト
数
を
小

暖
房
器
具
の

上
手
な
使
用
を

さ
く
す
る
の
が
上
手
な
使
い
方
で
す
。

M
日
同
i
ロ
月

人
数
に
応
じ
た
大
き
さ
に
つ
い
て
、


次
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
き
い
。
 

i
u

y

(
一
週
間
前
)
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


お
ぼ
え
て
い
て
便
利
な
電
話
番
号


本
箸
祭
へ
の
急
報

川
番
 

*
火

事

問

番

*
天

気

予

報

問

番

(他
府
県
の
天
気
予
報
が
知
り
た

い
と
き
は
、
市
外
局
番
プ
ラ
ス
問
番

書
を

「
年
賀
」
の
表
示
が
な
い
と
元
旦

前
に
配
達
さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま

す
。

-
小
包
の
包
装
は
し

っ
か
り
と

意
外
に
こ
わ
れ
る
小
包
が
多
い
も

の
で
す
。
内
装
は
念
入
り
に
、
外
装

は
丈
夫
な
包
装
紙
で
包
み
、
ひ
も
は

十
字
型
以
上
に
、
ま
た
ビ
ニ
ー
ル
ひ

も
は
、
は
ず
れ
や
す
い
の
で
交
わ
る

と
こ
ろ
は
必
ず
結
び
つ
け
て
く
だ
さ

点
検
、
手
入
れ
を
ニ
ま
め
に

川

電
気
コ
タ
ツ
の
ヒ
ー
タ
ー
の
部
分
酬

に
は
ホ
コ
リ
が
た
ま
り
や
す
い
の
で
、
こ
州

ま
め
に
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
帰
除
機
川

の
吹
出
口
を
使
う
の
も
効
果
的
で
す
。
川

簸
近
の
コ
タ
ツ
に
は
ヒ
ー
タ
ー
の
酬

か
わ
り
に
赤
外
線
電
球
が
つ
い
て
い
酬

る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
ラ
ン
酬

プ
を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
て
い
ね
い
に
酬

掃
除
し
て
く
だ
さ
い
。

州

-
全
国
の
県
庁
所
在
地
の
都
市
お

よ
び
北
九
州
市
の
場
合
は
、
市
外
局

番
プ
ラ
ス
削
番
で
す
。
�
 

-
そ
の
他
の
地
域
�
 

*
電
話
で
の
電
報
�
 

(勝
浦
町
、
上
勝
町
、
小
松
島
市
)

伽
番
�
 

115 105 
番番

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
郵便局からおしらせ

MUS04
テキストボックス
電話局からおしらせ四国電力からおしらせ
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mr

怯
�
 

員

V V

さ
い
。
た
だ
し
、
投
薬
の
み
の
場
合

は
、
電
話
で
も
受
付
け
し
ま
す
。
�
 

日
附
�
 H

外
科
、
終
形
外
科
は
、
干
術
J
7
d
y
-

川
十
時
ご
ろ
で
外
米
の

t

側剣� 
0
0

・

ソ
�
 

らせ

-

しお

- t

均

一
J

合

-

.
紺
肌

-R勝浦病院診療日程表�  

)-ー(
 

帥
a
a
H
a
g
凶
泊
。
"
a
e
凶
詞
含
刊
誌
句
"
n
T
9
"
泊
@
帥
a
a
ω
n
e
隙
泊
@
時
a
e
憾
泊
@
怜
a
g
凶
泊
内
出
現
似
合
符
塑
a
翁
骨

ス

注

ら

さ

る

の

か

だ

林

行

用

一

一

す

木

す

く

山

て

利

-

ス

ン

。

，

、

て

�

 

引

一

リ

ダ

す

も

ら

。

ぃ
�
 

-

7
交

ま

で

か

い

つ

-

込

一ら

自
は

社

い

人

す

さ

に

す

ロ

日

午

e


j
-

・


時

祉

ホ

苛
�
 

1
7
一
躍
�
 

固と・・・� 
1
1
/
~
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月
寸
後
時
民

3
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刊
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一

4
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わ
〆
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メ
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占

照
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司
/
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廿

引

分

ン
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お

多

は

九

せ

7

ω
セ

一
�
 

値
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�
 

お
誕
生
お
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と
う

l
mJ
m
a
E

lh
f

l

l

i

-

-

ら

-

e

J
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，

林

苗

ま

て

随

行

り

し

ユ

わ

J?
に

山

お

み

ノ

あ

ら

春

の

て

込

打

も

か

年

キ

し

申

枝

み

す

一

e

m

，

和

ヒ

受

-

本

都

一

昭

'

を

ムギ

文

組

い

料

て

だ

ノ

付

で

'

込

ま

ま

お

申

り

ィ エ 名 江 角 角 野

成
井
正
巳

地
行
康
博

横
田
欣
昌

松
田
幸

一

川
々
淀
川
町
川

毎
木
和
議

""
ご
結
婚
お
め
で
と
う

¥
刀
円
 

-L

/
羽
ノ
浦
町

ヘ
一ご

渓

「

上

勝

町

ヘ
三

渓

/

阿

南

市

 
fAj松
森下

夫
、
川
清

一
郎

美

馬

康

チ

位

者

字

予
口

十

治

一

で

の

て

の

ま

だ

等

で

。

一

ム

五

-

会

一

つ

外

し

く

日

り

日

開

所

い

年
�
 

t
 

l

ノむ

-

ロ
�
 

主
回
同
-一

年

イ

行

員

迎

て

習

お

週

間

背

テ

を

会

歓

し

練

と

練

時

場

，

一

習

に

加

の

E
E
u
e
e
“
N
U
E刷

e
制
@
め
い
終
@
@
艇
白
e
E
e
p嗣
�
 

S
E
w
n
-
E
F
S
E
w
S
の
慎
む
停
泊
刺
h
u
e
E偲凶

凶

蜘

e
Ee

a
e

診
療
の
申
込
み
:
・

早
朝
か
ら
来
院
し
て
待
っ
て
い
る

患
者
と
公
平
に
す
る
た
め
、
篭
話
に

よ
る
診
療
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

外
来
の
受
付
へ
直
接
申
込
ん
で
く
だ

診
療
時
間
外
の
往
診
:・

病
院
に
は
数
十
名
の
入
院
患
者
が

あ
り
な
か
に
は
重
症
者
も
い
ま
す
。

休
日
、
夜
間
な
と
の
診
療
時
間
外

s
e
E
v
e
ω
e
e
"
s
e
“
§
の
抽
@
@
約
s
e
"だ
砂

は
、
当
直
医
師
が
一
人
で
診
療
に
あ

た
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
日
に

は
、
原
則
と
し
て
往
診
で
き
ま
せ
ん
。

診
療
日
の
午
前
中
に
住
診
の
申
込

み
を
さ
れ
て
も
、
業
務
に
支
障
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〔
げ
〕
�
 

は
、
外
科
�
 (何
月
凱
遡

は
内
科
�
 )
の
当
山
医
附
が
鈴
療
を
行

い
ま
す
。

に
よ
リ
、
午

受
付
を
締
切
る
}
」
と
が
あ
り
ま
す
。

木� 火土 7}( 月金

佐内 内 内
科
内

、 科
内

、
形4:| 科

内

、 科 科、外(
毛ロエふシ外 外 外科午 科外

科 科、(前 科
外午中

午 療前¥ 科
児 前 児

科児中 科 科中 産
) 手-'1-婦

産
人

婦
科

人 目
科� 

内l|人 ト'f;;.， 内 内 内
当

第月 科 手中件 科 科干サ
直医 医 医 医医民理内 医
医

整
形

u
e
“
s
e
E
o
e
“
白
 
収
E

heeuau。
“
8
8
E
e
e
E
U
E
C
妙
の
民
俗
世
隣
S
E
w
s
o
b
-

山
紘一一
は
い
切
川
�
 -huま
で
に

一旬
ハ
ガ
キ
で

にん

送
り
先
勝
浦
町
三
，，叫

持
勢
広
犬
�
 (郎
ロ
ル
�
 )
ま
で

二

町
内
ド
代
伎
の
い
刀
に
限
り
ま
す
。

次
聞
は
川
剛
川
、
そ
の
次
は
俳
句
と
父
代

に
の

せ
ま
す
。

山る

っ
て
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*月日 12月20日(金)

*場所�  

*時 間� 

勝浦病院� 2階

午後� 1時30分 -3時

*料金 無料

*該当者

耳き
し


・昭和49年� 3月� 1日から昭和49年� 7月31日まで

の出生児

・母子手帳ご持参ください。� 

第2回ピアノ・オルガン演奏能力認定会

*
主

催

*
期

日

町
教
育
委
貝
会

行
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
第
一
回
の
合
格
者
の
み
な

さ
ん
も
、
も
う
一
段
高
い
級
へ
挑
戦

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

住
所
、
受
験
し
た
い
級
を
記
入
し

て
、
一
月
四
日
ま
で
に
町
教
育
委

員
会
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
演
奏
能

力
認
定
係
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

*
場

所

勝

浦

中

学

校

音

楽

室

*
認

定

料

無

料

*
申

込

氏

名

、

年

齢

、

性

別
、

す。 十 第
二
回
認
定
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り

i
i

昭
和
五
十
年

一
月
七
日
山
内

六
級
は
午
前
九
時
か
ら
、
五

一
級
は
午
後
一
時
か
ら
行
い
ま

¥J 

¥J l| 


|小児マヒ生ワクチン投与|

本月日�  12月17日(火)

*時間�  午後� l時30分� -3時

*場所 住民福祉センター

*料 金 無 料

本該当者

昭和49年� 5月31日までに生れたかた。ただし，

昭和48年� 3月31日までに生れたかたで� 2固服

用していないかたは，必ず� 2回服用してくださ

*投与を受けてはいけない者

・ 「はしか」や他の予防接種後� 1カ月を経過し

ていないかた

・発熱者，心臓病，けいれん性体質者， その他� 

身体に異常のあるかた

*母子手帳をご持参ください。

|結核間接撮影実施結果について| 

9月に行いました結果，異常のないかたについ

ては，個人通知をいたしませんから，ご了承くだ

きい。

級 課 題 曲� 

1 ソナタアルバム� 113番第l楽章(ベートーベン� Op.79) 

2 ソナチネアルバム� 1 10番第l楽章(クレメンティ� Op.36，Nu4) 

3 プルグミューラー14番スティリアの女(La styrienne) 

4 プルグiューラー7番清い流れ(Courant 1impide) 

バイエル 102~ん片士↑g |eム� 
5 

バイエル� 98 î両~長~宝6i

バイエル� 89鼻血「市町B| 
6 

、 ェル 81 ~;がÞÚtE和

パイエー6e1ctEffi3Irm 1@fJ?;>!f
7 

パイェ-~[正~r13比f￡T長
バイエル� 66 8fJ71J「� ol|山 

8 

バイエル吋~l~町r jrrIf'!'11 

バイエル� 55@CF'pFtlrHtIE cFSle11 
9 

バイエル� 48 @~ Fgr1r5F1rsrIV 

バイエル� 37 

10 I バイエル 22 ふ ー ~前~ト1手 
[注)@全級とも「くりかえしJI;I.省略します.バイエノレの誹号は原著の番号です。。5，6，7，8.9，10級は.示した� 2幽のうち守どちらか� l幽を当日きめますから� 

2幽ともひけるようにしておいてください。ひけなければ失格になります。
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